
〈マナーアップ活動紹介〉 

 

本校では、生徒会を中心にさまざまなマナーアップ活動に取り組んでいます。本校前の道

路は自動車の往来が多く、また、生徒の約 7割が自転車通学をしていることから、特に交通

安全運動に重点を置いて活動を行っています。 

以下に主な取り組みを紹介します。 

 

～主な活動内容～ 

①自転車通行時・注意箇所のパネル掲示 

生徒会執行部が中心となり、昇降口や廊下に自転車事故が起きやすい危険箇所を示した

パネルを掲示し、生徒に注意を促しています。 

②「自転車事故ゼロ」掲示板の設置 

自転車事故ゼロの連続日数を表示する掲示板を昇降口に設置し、無事故記録を全校生徒

に知らせることで、一人ひとりが自転車事故防止の意識を持つようにしています。 

③交通安全呼びかけ活動 

生活委員・交通係の生徒と教員が協力し、年間で 7回ほど校門付近の 3か所に分かれて、

登校中の生徒に対して自転車運転のマナーの向上を目的として呼びかけ活動を行ってい

ます。特に今年の 4月からの交通規則が厳罰化されましたが、その理解と規則の遵守に向

けて呼びかけを強化しています。 

④アルカス活動 

大和警察署や防犯協会と合同の「ＴＭＹアルカス」に生徒会執行部 10名が参加し、自転

車に係る犯罪や犯罪被害の防止をねらいとした啓発運動を商業施設で実施しています。 

⑤ヘルメット着用率アップに向けて 

 昨年度から、自転車通学許可要件の一つとしてヘルメット着用を加えました。登下校時の

ヘルメット着用率アップを目標として声がけを行うとともに、交通係と教員が連携して、

確認と点検を行っています。 

    

これらの一連の取り組みによって、交通事故防止に貢献していると思われます。今後は、

「自身の命を守るためにヘルメットを着用する」意識を高めるための呼びかけを強化し、生

徒一人ひとりの一層の安全意識向上に向けて、働きかけていきます。 


